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９
７
６

《
東
風
の
台
運
動
公
園
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
》

◦
期
間
　
７
月
17
日
㈯
～
８
月
22

日
㈰

◦
時
間
　
①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時

◦
入
場
料
　
▽
中
学
生
以
上
　
１

０
０
円　
▽
小
学
生
　
50
円

問
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
☎
㉞
３
８
８
８

／
東
教
育
振
興
課
☎
㉞
３
１
４
６

◦
日
時
　
７
月
17
日
㈯
／
午
後
７

時
～
８
時
30
分

◦
場
所
　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
北
側
駐
車

場
（
城
山
臨
時
駐
車
場
）

◦
内
容
　
土
星
・
火
星
・
金
星
、

星
雲
・
星
団
の
観
察
な
ど

◦
参
加
料
　
無
料

※
当
日
晴
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

中
止
と
し
ま
す
。
天
気
が
は
っ
き

り
し
な
い
場
合
は
、
電
話
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋
☎
㉓

３
６
９
６

21 20

　
こ
の
頃
、
景
観
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
誰
し
も
、
品
の
い
い
街
並
み
や

古
い
城
の
た
た
ず
ま
い
、
手
入
れ
さ
れ
た
水
田
や
里

山
を
見
れ
ば
心
地
良
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

歴
史
・
景
観
よ
り
も
経
済
・
効
率
に
目
を
向
け
が
ち

で
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
誇
れ
る
地
域
を
つ
く
り
、
心
豊
か
な
人
生
を

送
る
う
え
で
、
景
観
や
歴
史
・
文
化
が
新
た
な
輝
き

を
放
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
国
で
は
、
歴
史
や
自
然
の

景
観
、
さ
ら
に
は
城
郭
な
ど
歴
史
的
建
造
物
を
核
に
、

情
緒
あ
る
街
並
み
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
支
援
す
る
法
律
を
つ
く
り
ま
し
た
。
白
河
や
会
津

若
松
の
た
め
に
で
き
た
よ
う
な
内
容
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
に
は
、
全
国
の
自
治
体
で
、

開
発
と
の
は
ざ
ま
で
苦
労
し
な
が
ら
、
い
い
風
景
を

保
存
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
司
法
が

良
好
な
景
観
を
楽
し
み
た
い
と
の
望
み
を
法
的
に
保

護
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
た
こ
と
な
ど
が
、
下
敷
き

に
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

八は
ち
ま
ん
ぼ
り

幡
堀
。
琵
琶
湖
の
ほ
と
り
近
江
八
幡
市
に
あ

る
運
河
で
す
。
豊
臣
秀
次
が
城
を
築
く
と
き
に
開

き
、
近
江
商
人
の
繁
栄
の
礎
と
も
な
り
ま
し
た
。
時

は
移
り
、
昭
和
元
禄
。
運
河
の
機
能
を
失
っ
た
堀
を
、

無
用
の
長
物
と
し
て
埋
め
立
て
る
計
画
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
の
青
年
会
議
所
は
、
ま
ち
の
歴
史
と
誇

り
を
消
す
な
と
反
対
、
堀
の
保
存
修
復
を
訴
え
ま
し

た
。
こ
れ
が
市
民
の
支
持
を
得
て
、
全
面
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
陰
で
、
堀
の
風
景
と
白
壁
の

土
蔵
や
旧
家
の
建
物
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
多
く
の
観

光
者
を
呼
ぶ
ま
で
に
変
貌
し
ま
し
た
。
物
よ
り
心
を

優
先
し
た
立
派
な
判
断
で
す
。
こ
の
理
事
長
は
後
に

市
長
に
な
り
、
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

小
樽
運
河
。
石
原
慎
太
郎
・
裕
次
郎
の
心
の
ふ

る
さ
と
。
一
時
、
札
幌
を
凌
ぐ
賑
わ
い
を
誇
っ
た

小
樽
の
象
徴
で
す
。
運
河
は
、
中
国
・
ロ
シ
ア
と

の
貿
易
を
通
し
、
産
業
面
で
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
同
じ
頃
、
運
河
は
無
益
と
、
全
て

埋
め
立
て
道
路
に
す
る
計
画
が
持
ち
あ
が
り
ま
し

た
。
期
せ
ず
し
て
、
小
樽
の
歴
史
を
守
る
反
対
運

動
が
起
き
、
10
年
の
論
争
の
末
、
半
分
が
残
り
ま

し
た
。
今
日
を
予
見
し
た
う
え
で
の
判
断
か
ど
う

か
は
と
も
か
く
、
小
樽
観
光
の
メ
ッ
カ
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、
鞆と

も

の
浦う

ら

。
鏡
の
よ
う
な
瀬
戸
内
に

浮
か
ぶ
島
々
と
常
夜
燈
、
船
番
所
が
残
る
古
い

街
並
み
。
こ
こ
を
埋
め
立
て
橋
を
か
け
る
計
画
に
、

住
民
が
事
業
中
止
の
訴
に
及
び
ま
し
た
。
裁
判
所

は
、
鞆
の
浦
景
観
は
「
国
民
的
財
産
と
も
い
う
べ

き
公
益
で
あ
る
」
と
認
め
ま
し
た
。
こ
の
地
で
古

く
は
大
伴
家
持
が
歌
を
詠
み
、“
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
”

の
舞
台
と
な
り
、
宮み

や
ざ
き崎
駿は

や
お

や
大お

お
ば
や
し林
宣の

ぶ
ひ
こ彦
ら
文
化
人

も
支
援
し
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　

先
頃
、
金
屋
町
で
、
き
れ
い
な
せ
せ
ら
ぎ
と
水

辺
の
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
、
谷
津
田
川
に
ふ

さ
わ
し
い
街
並
み
を
保
全
す
る
た
め
、
景
観
協
定

が
結
ば
れ
ま
し
た
。
建
物
の
高
さ
の
上
限
や
屋
根

の
色
、
生
垣
の
緑
化
等
を
住
民
の
話
し
合
い
で
決

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
熱
意
に
改
め

て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

市
で
は
今
、「
私
の
好
き
な
白
河
の
景
観
50
選
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
峰
城
、
南
湖
、
白
河
駅

の
た
た
ず
ま
い
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
の
は
当
然

で
す
が
、
中
に
は
ひ
っ
そ
り
鎮
座
し
て
い
る
村
の

社
や
、
の
び
や
か
な
丘
陵
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
に
溶
け
込
み
、
目
に
な
じ
ん
で
い

る
景
観
の
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
景

観
十
年
、
風
景
百
年
、
風
土
千
年
と
い
わ
れ
ま
す
。

景
観
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
日
々
の
生
活
を
大

事
に
し
、
地
域
へ
の
誇
り
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
、
心
や
す
ら

ぐ
空
間
の
価
値
を
、
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
景
観
を
考
え
る
』

市
長
の

手
控
え
帖

《
総
合
運
動
公
園
市
民
プ
ー
ル
》

◦
期
間
　
７
月
17
日
㈯
～
８
月
22

日
㈰　
※
７
月
25
日
㈰
、
８
月
14

日
㈯
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◦
時
間
　
①
午
前
９
時
～
11
時

②
正
午
～
午
後
２
時　
③
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
入
場
料
　
▽
大
人
　
１
０
０
円

▽
高
校
生
　
50
円　
▽
小
・
中
学

生
　
20
円

問
市
民
プ
ー
ル
☎
㉔
０
９
３
４
／

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
☎
㉒
８
９
７
１

《
表
郷
小
学
校
プ
ー
ル
》

◦
期
間
　
７
月
17
日
㈯
～
８
月
22

日
㈰

◦
時
間
　
①
午
前
９
時
～
11
時

②
正
午
～
午
後
２
時　
③
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
休
場
日
　
７
月
20
日
㈫
及
び
７

月
19
日
㈪
を
除
く
毎
週
月
曜
日

◦
入
場
料
　
▽
大
人
　
１
０
０
円

▽
中
・
高
校
生
　
50
円

問
表
郷
教
育
振
興
課
☎
㉜
４
７
８
２

《
大
信
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
》

◦
期
間　
７
月
17
日
㈯
～
８
月
22

日
㈰

◦
時
間
　
①
午
前
９
時
～
11
時

②
正
午
～
午
後
２
時　
③
午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

◦
入
場
料
　
▽
大
人
　
１
０
０
円

▽
高
校
生
　
50
円　
▽
小
・
中
学

生
　
20
円

問
大
信
総
合
運
動
公
園
☎
㊻
２
２

８
４
／
大
信
教
育
振
興
課
☎
㊻
３

【職員の人材育成】
　地方分権の進展により地方の責任と権限が増大していく中で、限られた人材でより効率的かつ効果的な
行政運営を行うためには、職員の能力を向上させる「人材育成」が欠かせません。このため本市では、一
般的な職員研修に加え、職員の県への派遣、横浜市との職員相互交換による人事交流や自治大学校での研
修などを実施しています。
　また、新市における「白河市人材育成基本方針」を今年３月に策定し、分権時代にふさわしい人材育成
の取り組みを一層充実・強化しているところです。今後、住民に最も身近な地方自治体としての責任を果
たしていくため、職員の育成に努め、質の高い行政サービスの提供につなげていくよう取り組みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎総務課　内2314

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

案
内

ま
ち
か
ど
伝
言
板

市
民
天
体
観
望
会

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

■おわびと訂正
　広報白河６月15日号４ぺー
ジの「初級手話講習会」の中で、
「申し込み・問い合わせ先」に
誤りがありましたので、おわび
して訂正します。
（誤）社会福祉協議会☎㉕1159

（正）社会福祉協議会☎㉒1159

　市税は福祉や教育、まちづくりなど市民の皆さんのくらしを支えるための大切
な財源です。
　市では、納税者の皆さんの利便性・安全性を図り、併せて納期内納付の向上の
ために口座振替制度の利用拡大を推進しています。
　口座振替を利用すると、税の納付のために現金を持ち歩く必要がなく、うっか
り納め忘れてしまうこともありません。市税の納付には安全で確実、便利な口座
振替をぜひご利用ください。
◦申込手続
　預貯金通帳と通帳届出印を持参のうえ、市内金融機関、郵便局、本庁舎収税課
または各庁舎総務課、各行政センターの窓口で申し込みください。
◦７月以降の市税等納期

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

固定資産税 第２期
8/2㈪

第３期
12/27㈪

第４期
2/28㈪

市県民税 第２期
8/31㈫

第３期
11/1㈪

第４期
1/31㈪

国民健康保
険税

第１期
8/2㈪

第２期
8/31㈫

第３期
9/30㈭

第４期
11/1㈪

第５期
11/30㈫

第６期
12/27㈪

第７期
1/31㈪

第８期
2/28㈪

介護保険料 第１期
8/2㈪

第２期
8/31㈫

第３期
9/30㈭

第４期
11/1㈪

第５期
11/30㈫

第６期
12/27㈪

第７期
1/31㈪

第８期
2/28㈪

後期高齢者
医療保険料

第１期
8/31㈫

第２期
9/30㈭

第３期
11/1㈪

第４期
11/30㈫

第５期
12/27㈪

第６期
1/31㈪

第７期
2/28㈪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎収税課　内2125

市税は納期内に！　納付は便利な口座振替の利用を！


